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いレバーアーム (5 nm) が特徴であるc 本研究では、ミオシンのレバーアームの長さと運動機能の関連を明らかにし、
ミオシンの運動メカニズムを解明するため多角的な 1 分子計測を行った。
エパネッセント照明を利用して、 GFP を融合したミオシンVIの 1 分子イメージング、を行ったところ、ミオシンVIが
1 分子でアクチンフィラメント上を連続的に運動することを発見した。したがってミオシンVIは既知のミオシンと比
較して短い歩幅を示すことが予想された。しかし、レーザートラップ法によるナノメートルレベルで、の運動計測をお




















ーアームが 5nm と非常に短いにもかかわらず、ステップサイズが 30nm と非常に大きいことである。この計測結果
はレバーアームモデ、ルを根本から否定するものであり、ミオシンの動作メカニズムに再考を迫る決定的な結果で、ある
といえる。
論文の後半は、アクチンフィラメントの二重らせん構造上を運動するミオシンVIの軌道の直接計測について述べて
いる。アクチンフィラメントの長軸方向の変位のみを計測する従来のナノ計測と、新しく開発したアクチンフィラメ
ントの長軸周りの回転変位計測を同時に行い、世界にも例のない軌道の直接計測に成功している。計測の結果、ミオ
シンVIがステップごとに 2 本のらせんを乗り換え、レバーアームはこの過程に重要な役割を担うことが示された。
以上のように、計測結果の話題性、新しく開発した計測系の有用性ともに、本研究の成果はアクトミオシンの動作
メカニズムの解明に大きな前進を提供したことは明白である。したがって本論文は博士(理学)の学位論文として十
分に価値あるものと認める。
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